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事業概要



役員会

事務局

事業部門

支援者連携チーム
【人員】５名＋パート１名
【事業】被災者支援コーディネート事業
・事業概要：被災者の安定的な生活を目指
し、被災者や地域の現状課題の収集および
整理、社会資源とのマッチングを行う。また、
併せて情報収集や連携による課題解決を効
率的、効果的に行うための意見交換会等の
仕組みづくり、や事例の地域展開を行う。

広域避難者支援チーム
【人員】８名
【事業】福島県県外避難者への相談・交流・説
明会事業
・事業概要：福島県から県外に避難する被災
者の生活再建拠点を全国26か所に設置し、
相談受付や交流会の実施、県の施策の説明
会開催などを行う。また、ふくしま連複内にも
「ふくしまの今とつながる相談室toiro」を設置し、
主に電話による相談受付を行う。

復興創生チーム
【人員】５名
【事業】福島県復興支援専門員設置業務委託
事業
・事業概要：福島県内に復興支援専門員を
配置し、県内で活動する復興支援員や地域
おこし協力隊の活動支援を行う。内容は主に、
復興支援員や地域おこし協力隊の人材確保
支援や活動の広報、研修会の開催等である。

経営管理チーム
２名

理事５名
監事１名

事務局長

※その他、以下の事業等を実施している。
①東日本大震災被災者支援プログラム（JPF委託事業。)：主にともに生きるファンドの申請支援や採択団体へのモニタリングの実施。
②ふくしま未来基金(公益財団法人パブリックリソース財団委託事業。)：福島の地域づくり、まちづくりを目指すNPO等向けの助成
プログラム実施に当たっての事務局業務およびモニタリングの実施。



3

ふくしま連携復興センターとは

【ミッション】 （ビジョンの実現に向けたふくしま連携復興センターの使命）
ふくしま連携復興センターは、が、ふくしまの抱える課題の解決に取り組む民間非営利組織等が連携・協働を通じて地
域の中で主体的な役割を発揮できるよう、その活動を支え続けます。

【設立】
東日本大震災の発生した２０１１年の７月２０日に設立（１２月に法人化）

【設立の目的】
復興の担い手同士の事業連携や協働の推進、ネットワークづくりや情報発信を行う「中間支援」機能の必要性に対応
するために設立された

【ビジョン】 （ふくしま連携復興センターが、活動を通じて目指す社会)
「ふくしま連携復興センターは、東日本大震災・福島第一原子力発電所事故が投げかけた課題を教訓として、その課題
解決に取り組む多様な主体が「新たな価値」を創造し続けていく、尊厳ある 社会・ふくしまを目指します。」
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ふくしま連携復興センターの取組①
復興の担い手を支援する取組

行政、NPO、福祉機関などがコミュニティ形成の
アイディアを学び合うワークショップ

台風19号の被害に対し、民間による活動の共有や行
政との連携を進めるプラットフォームの運営
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ふくしま連携復興センターの取組②
県外避難者を支援する取組

福島県からの県外避難者を避難先で支援する
２６か所の「生活再建支援拠点」を設置・運営

避難者や支援者からの相談受付窓口
「ふくしまの今とつながる相談室toiro」の運営
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ふくしま連携復興センターの取組③
地域おこしの担い手や県外からの移住者を支援する取組

福島県で活躍する人材の発掘を目的に、地域おこし
協力隊や復興支援員の募集説明会を実施。

福島へ移住し活躍する人材を増やすために
都内で交流会を実施。
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